
義
仲
義
仲
・
巴
と 

越
中
武
士
団

越
中
武
士
団 

義
仲
・
巴
と 

越
中
武
士
団 

ま
ん
が
で
わ
か
る

ま
ん
が
で
わ
か
る 

ま
ん
が
で
わ
か
る 

義
仲
・
巴
と 

越
中
武
士
団 



　
平
家
と
の
倶
利
伽
羅
合
戦
前
に
、
木
曾
義
仲
が
小
矢
部
市
の
埴
生
護
国
八
幡
宮
に
納
め
た
祈
願
書
に

は
「
今
戦
い
を
起
こ
す
の
は
、
一
身
一
家
の
た
め
で
は
な
く
、
国
民
を
救
う
た
め
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
逆
賊
・
乱
暴
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
義
仲
は
、
実
は
情
に
深
く
、
ま
た
、
飢

饉
で
餓
死
者
が
出
る
な
ど
、
都
が
混
迷
し
地
方
が
疲
弊
す
る
な
か
、
公
家
政
治
か
ら
武
家
政
治
へ
の
転

換
期
に
国
を
変
え
よ
う
と
地
方
か
ら
身
を
起
こ
し
た
魅
力
的
な
武
将
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
時
、
共
に
戦
っ
た
女
武
将
の
巴
御
前
と
義
仲
の
関
係
は
、
ま
さ
に
源
平
時
代
の
男
女
共

同
参
画
の
物
語
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
義
仲
の
北
陸
で
の
戦
い
を
支
え
た
豪
族
の
宮
崎
太
郎
長
康
や
石
黒

太
郎
光
弘
な
ど
が
、
越
中
武
士
と
し
て
平
家
の
大
軍
と
戦
っ
た
姿
に
は
、
越
中
人
と
し
て
の
誇
り
を
感

じ
ま
す
。 

　
こ
の
本
を
通
じ
、
越
中
富
山
を
舞
台
に
活
躍
し
た
義
仲
・
巴
と
越
中
武
士
団
に
つ
い
て
、
幅
広
い
世

代
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
見
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

富
山
県
知
事
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井
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一 
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木
曾
義
仲
と
　

曾
義
仲
と
　 

越
中
武
士
団

越
中
武
士
団 

木
曾
義
仲
と
　 

越
中
武
士
団 

木
曾
義
仲
は
平
安
時
代
の
末
期
、

源
平
合
戦
で
活
躍
し
旭
（
朝
日
）

将
軍
と
称
さ
れ
ま
し
た
。 

義
仲
の
も
っ
と
も
有
名
な
戦
い
は
、

富
山
県
小
矢
部
市
と
石
川
県
津
幡

町
の
境
に
あ
る
砺
波
山
（
倶
利
伽

羅
峠
）
を
舞
台
に
し
た
倶
利
伽
羅

合
戦
で
す
。 

そ
の
た
め
富
山
県
内
に
は
義
仲
の

足
取
り
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
清
和
源
氏
。
源
氏
の
棟
梁
を
め
ぐ
る
勢
力
争

い
の
末
、
幼
く
し
て
父
を
失
い
、
信
濃
国
で
育

て
ら
れ
る
。
挙
兵
前
の
足
取
り
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
が
、
木
曽
町
・
松
本
市
・
朝
日
村
・
塩

尻
市
・
下
諏
訪
町
・
上
田
市
な
ど
に
大
変
多
く

の
伝
承
が
残
っ
て
お
り
、
長
野
県
内
を
広
く
勢

力
範
囲
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
八

〇
年
、
以
仁
王
に
よ
る
平
家
打
倒
の
令
旨
を
う

け
て
挙
兵
し
、
信
濃
国
各
地
の
武
士
団
の
他
、

父
の
勢
力
範
囲
だ
っ
た
群
馬
県
（
上
野
国
）
北

西
部
の
武
士
も
加
え
一
大
勢
力
を
形
成
し
た
。 

　
義
仲
の
北
陸
方
面
へ
の
勢
力
拡
大
を
お
そ
れ

た
平
家
は
、
越
後
の
城
氏
率
い
る
六
万
の
軍
勢

を
信
濃
へ
送
っ
た
た
め
、
一
一
八
一
年
横
田
河

原
（
長
野
市
）
で
合
戦
が
起
き
た
。
そ
こ
で
義

仲
は
地
の
利
を
い
か
し
た
作
戦
と
地
元
武
士
・

井
上
氏
の
奇
策
の
採
用
に
よ
っ
て
わ
ず
か
五
千

騎
で
大
勝
利
を
お
さ
め
た
。
義
仲
の
名
声
は
さ

ら
に
高
ま
り
、
越
中
の
宮
崎
・
石
黒
氏
を
は
じ

め
と
す
る
北
陸
武
士
団
が
義
仲
の
元
に
駆
け
つ

け
、
そ
の
旗
下
に
加
わ
っ
た
。
義
仲
は
北
陸
諸

将
を
厚
く
信
頼
し
、
越
中
の
宮
崎
氏
に
以
仁
王

の
遺
児
で
あ
る
北
陸
宮
を
保
護
さ
せ
、
平
氏
へ

の
防
備
を
任
せ
た
。 

　
一
一
八
三
年
に
な
る
と
信
濃
か
ら
北
陸
に
至

る
大
勢
力
を
形
成
し
た
義
仲
に
対
し
、
ま
ず
は

源
頼
朝
が
侵
攻
し
て
き
た
。
義
仲
は
「
同
じ
源

氏
同
士
が
争
う
な
ど
平
家
の
思
う
つ
ぼ
」
と
知

略
を
も
っ
て
戦
を
避
け
、
和
睦
を
結
ん
だ
。
ま

た
北
陸
諸
将
か
ら
平
氏
来
襲
の
知
ら
せ
を
受
け

る
と
軍
勢
を
率
い
て
北
陸
道
を
西
へ
進
ん
だ
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
倶
利
伽
羅
合
戦
で
決
戦
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。 

木
曾（
源
）義
仲（
一一
五
四
年
〜
一一
八
四
年
） 
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義
仲
が
生
き
た
時
代

仲
が
生
き
た
時
代 
義
仲
が
生
き
た
時
代 

　
平
安
時
代
の
藤
原
氏
を
中

心
と
し
た
摂
関
政
治
が
崩
れ

始
め
、院
・
天
皇
・
摂
政
・
関
白

の
勢
力
が
複
雑
に
入
り
乱
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
奉
仕
し
て
い
た

武
家（
源
氏
・
平
氏
）も
絡
ん
で
、

政
治
が
軍
事
行
動
に
よ
っ
て

解
決
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
平
家
が
台
頭
し
、平

清
盛
の
こ
ろ
栄
華
を
極
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

源
氏
は
地
方
へ
下
り
、各
地
の

武
士
た
ち
と
関
係
を
強
め
た
。 

　
地
方
で
は
都
の
混
乱
を
よ

そ
に
、武
士
た
ち
が「
一
所
懸
命
」

「
自
力
救
済
」
の
心
意
気
で
、

自
ら
土
地
を
切
り
開
き
、守
ろ

う
と
し
て
い
た
。
木
曾
義
仲
は

源
氏
と
い
う
立
場
か
ら
地
方

の
武
士
た
ち
の
仲
介
役
や
仲

裁
役
に
あ
た
り
、信
濃
や
北
陸

で
勢
力
を
伸
ば
し
た
。 

　
越
中
で
は
、富
山
県
西
部
の

石
黒
荘
（
南
砺
市
〜
高
岡
市

あ
た
り
）を
本
拠
地
に
す
る
石

黒
党
が
、武
士
団
を
形
成
し
て

い
た
。
ま
た
、県
東
部
の
朝
日

町
で
は
宮
崎
氏
が
佐
味
荘
と

宮
崎
港
の
交
易
で
大
き
な
勢

力
を
も
っ
て
お
り
、入
善
地
区

の
扇
状
地
に
武
士
団
を
形
成

し
て
い
た
。
石
黒
党
と
宮
崎

党
は
県
の
両
端
に
本
拠
地
を

も
っ
て
い
た
が
同
族
意
識
で
結

ば
れ
て
お
り
、義
仲
の
元
に
石

黒
太
郎
光
弘
、宮
崎
太
郎
長

康
が
武
士
団
を
率
い
て
参
陣

し
た
。
特
に
宮
崎
太
郎
長
康

は
義
仲
の
厚
い
信
頼
を
受
け
、

打
倒
平
家
の
以
仁
王
の
子「
北

陸
宮
」の
保
護
を
任
さ
れ
た
。 

義
仲
が
生
き
た
時
代 
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義
仲
の
傍
に
つ
き
従
っ
た
女
武
将
。
義
仲
の

養
父
・
中
原
兼
遠
の
娘
で
今
井
兼
平
、
樋
口
兼

光
の
妹
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
家
物
語
で
は
「
色

白
で
髪
が
長
い
美
人
」
で
一
騎
当
千
の
女
武
者

と
し
て
活
躍
が
描
か
れ
、
特
に
源
平
盛
衰
記
が

合
戦
で
の
活
躍
ぶ
り
や
義
仲
の
死
後
の
様
子
に

つ
い
て
詳
し
い
。 

　
義
仲
の
死
後
の
巴
御
前
の
足
取
り
に
関
す
る

伝
承
や
ゆ
か
り
の
寺
社
が
全
国
各
地
に
無
数
に

あ
る
が
、
終
焉
の
地
は
今
で
も
「
巴
松
」
が
残

る
富
山
県
南
砺
市
で
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

巴
御
前
（
生
没
年
不
詳
） 

　
富
山
県
朝
日
町
を
中
心
と
し
、
新
潟
県
糸
魚

川
市
付
近
も
勢
力
下
に
お
さ
め
る
武
将
。
宮
崎

党
を
率
い
る
。
入
善
地
域
の
荘
園
の
他
、
宮
崎

港
の
交
易
な
ど
で
勢
力
を
強
め
る
。
平
家
物
語

で
は
、
燧
ヶ
城
の
戦
い
、
安
宅
の
戦
い
、
倶
利

伽
羅
合
戦
で
の
奮
闘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に

長
門
本
で
は
家
臣
団
や
義
仲
と
の
詳
細
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

宮
崎
太
郎
長
康
（
生
没
年
不
詳
） 

　
富
山
県
西
部
、
南
砺
市
〜
高
岡
市
の
広
範
囲

に
わ
た
る
武
士
団
・
石
黒
党
を
形
成
し
大
き
な

勢
力
を
も
つ
。
平
家
物
語
で
は
、
燧
ヶ
城
の
戦

い
、
安
宅
の
戦
い
、
倶
利
伽
羅
合
戦
で
活
躍
し

て
お
り
、
特
に
源
平
盛
衰
記
に
詳
し
く
描
か
れ

て
い
る
。
本
拠
地
で
あ
る
石
黒
荘
は
平
安
時
代

初
め
か
ら
続
く
大
変
古
い
荘
園
で
、
後
に
八
条

女
院
領
と
な
り
、
都
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
。 

石
黒
太
郎
光
弘
（
生
没
年
不
詳
） 
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